
「4択の試験で能力は本当に測れるのか？」 シリーズその 1 

 

 

 

① きっかけ 

昔から 4つの選択肢の中から 1つを選ぶという試験

は行われてきた。昨今では、授業中にも行われる小

テストですら、電子機器を用いて 4択で出題される

ことがある。60分をかけるような問題量の多い試験

ならばともかく、せいぜい 10 題前後で、本当に能力

が測れているのか、疑問に思った。 

 

② 調査 

能力別の 4種類の生徒を仮定する。生徒 1は能力が

低く、4択の問題に確率通り
１

４
でしか正解しない。生

徒 2はそれよりは能力が高く、4択のうち 1つが間違

いであることには気づけるので、
１

３
の確率で正解す

る。生徒 3は、2択にまで絞れるので正解率は
１

２
であ

る。生徒 4は能力が高く、全ての問題に答えること

ができる。これらの生徒に正解率が以上のようにな

る問題を出し続け、生徒同士の結果に有意な差が生

まれるためには何問必要かを検討した。それぞれの

生徒の得点は正規分布に従うとし、有意水準は 5％と

した。 

 

表 1 それぞれの生徒と正答率 

生徒の種類 正解率 

生徒 1 1/4 

生徒 2 1/3 

生徒 3 1/2 

生徒 4 1 

 

たとえば、𝑛問出題したとき、生徒 3の正解数の期待

値は
ｎ

２
であり、分散は

ｎ

４
であることから、標準偏差は

√ｎ

２
となる。ここで生徒 2の正解数の期待値は

ｎ

３
なの

で、生徒 3が生徒 2と十分に区別できている状態と

は、生徒 3が有意な範囲内で、生徒 2の期待値の正

解数とならないことを示す。したがって
ｎ

２
−

ｎ

３
>

1.96 ×
√ｎ

２
が成立したとき、生徒 3は生徒 2から区別 

できているということになる。それぞれの生徒どう

しに対して、この検討を行った。 

 

③ 結果 

必要な問題数を𝑛で表す。 

生徒 3が生徒 4と区別される→𝑛 >3.8416 

生徒 3が生徒 2と区別される→𝑛 >5.7624 

生徒 2が生徒 3と区別される→𝑛 >30.7328 

生徒 2が生徒 1と区別される→𝑛 >122.9312 

生徒 1が生徒 2と区別される→𝑛 >103.7232 

 

④ 考察 

10 問程度の小テストから有意に言えるのは、「全問正

解を取った生徒は生徒 4であること」、「結果として

正解率が
１

３
の生徒は生徒 3ではないこと」の 2つだけ

であった。したがって、結果的に正解率が
１

２
であって

もその生徒が生徒 3であるとはいえず、生徒 2である

可能性も含有してしまう。30 問以上の入試レベルの

量のテストであれば、その点については区別ができ

るため、「生徒 4である」と「生徒 3である」という

実証には有効であると考えられる。一方で生徒 1と

生徒 2の区別には、一般的とはいえない 100 問を越

える量の問題数が必要となることも分かった。 

 

⑤ 結論 

4 択の試験でも、上位勢を見分けることは可能である

ことが分かった。一方で、下位勢の区別については

この条件では難しいが、問題のレベルを変えること

によって可能になる可能性はある。今後、検討してい

きたい。 
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